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ノート注釈
学校保健健診登録特別委員会 活動報告
田中錦三（学校保健健診登録特別委員会）

アンケート調査からみた大阪府下臨床実習施設における臨床実習指導者の悩み
射場一寛（学術局臨床実習部）

大阪府理学療法士会 生涯学習部の活動と専門・認定理学療法士について
森　憲一（学術局生涯学習部）　

ご存知ですか？「理学療法士臨床実習教育における倫理規定」
射場一寛（臨床実習倫理規定策定委員会）

3年間の災害時支援活動の取り組みと熊本地震での現地支援活動
松岡雅一（災害時支援対策特別委員会）

ノート注釈
相談業務から知る理学療法士に対する「府民の声」
藤井隆文（保健福祉局保健福祉相談部）

各種障がい者スポーツにおけるフィジオサポートの関わり方と今後の課題
西脇由佳（保健福祉局障害者保健福祉部）

介護予防推進リーダー及び地域包括ケア推進リーダーの現状と課題について
米谷元希（保健福祉局高齢者保健福祉部）

バリアフリー展における介護技術に関する研修会の取り組みと報告
徳弘宙士（社会局）

バリアフリー展におけるリハビリテーション相談コーナーでの取り組みと報告
髙濵　宏（社会局）

ノート注釈
1.　 大腿骨転子間骨折術後に外側大腿皮神経障害による安静時痛の改善に難渋した一症例
豊中渡辺病院　竹内勝利（豊能）
2.　 足部骨折により跛行が助長された症例に対し体幹・股関節への治療が有効であった1症例
堺若葉会病院　水谷美和（堺市）
3.　 大腿骨頸部骨折を受傷し対側変形性股関節症と同時に人工股関節全置換術を施行した症例
佐野記念病院　井上雄太（泉州）
4.　 人工股関節周囲骨折術後の理学療法の経験　～膝蓋上嚢の滑走に着目して～
国立病院機構　大阪医療センター　今中辰茂（大阪市南）
5.　 切迫早産のため長期間にわたり安静を強いられた妊婦に対して産前より介入した一症例
高槻病院　廣瀬　綾（三島）
6.　 転倒を繰り返す大腿骨転子部骨折患者に対する自宅復帰の試み	
大阪回生病院　姜　承燁（大阪市北）
7.　 右片麻痺一症例への体重免荷トレッドミル歩行練習(BWSTT)とバランス練習の併用	
星ヶ丘医療センター　西本和平（北河内）
8.　 脳出血により運動麻痺を呈した症例の歩行能力の予後を踏まえた転機先の検討
八尾徳洲会総合病院　黒田涼平（中河内）
9.　 右野球肩と診断され肩鎖関節に疼痛を有していた一症例
島田病院　畑中翔伍（南河内）

ノート注釈
10.　足関節固定術後の患者に対し、船底形状靴を用いた一症例
葛城病院　笹井美伽
11.　右立脚初期から中期において前方への転倒傾向を認めた右踵骨骨折患者の一症例
介護老人保健施設ヴァンベール　高濱祐也
12.　変形性膝関節症に至った原因を考察し治療を展開した人工膝関節置換術後の一症例
大阪回生病院　太田尚吾
13.　 全人工膝関節置換術後患者に対する後進歩行の即時効果が見られた1症例
阪和第二泉北病院　小池一成

ノート注釈
14.　男性2型糖尿病患者の6分間歩行距離と超音波検査による骨格筋の筋輝度との関連
関西電力病院　平沢良和
15.　個別運動指導により行動変容をおこした2型糖尿病患者の一例
高槻病院　原田佳奈
16.　当院消化器外科患者における術後の運動耐容能回復率についての検討
高槻病院　稲留雅仁
17.　誤嚥性肺炎後の長期臥床でADL低下をきたした症例　　～嚥下・座位姿勢に着目して～
わかくさ竜間リハビリテーション病院　高尾亜弓

ノート注釈
18.　足底に対する介入により歩行の改善を認めた一症例～慢性期脳損傷患者を通して～
摂南総合病院　古野周平
19.　片麻痺患者のゴルフスイングと歩行改善の試み　 職場復帰と趣味再開を目指した一症例～
大阪回生病院　西河和也
20.　全盲片麻痺患者への理学療法経験
さくら会病院　中島華奈子
21.　重度な記憶障害を持つ者の公共交通機関利用にむけた支援とGPS活用例の報告
堺市立健康福祉プラザ　生活リハビリテーションセンター　花田　信

ノート注釈
22.　脳卒中片麻痺患者に対して歩行支援ロボットを使用し、歩行能力が向上した一症例
愛仁会リハビリテーション病院　松江愛奈
23.　右後足部回外が継続し歩行の安全性低下を認めた脳梗塞後右片麻痺患者に対する理学療法
関西医療大学大学院　福本悠樹
24.　脳腫瘍術後患者に対して、油圧制動付AFOを用いた歩行練習が下肢筋活動に与える影響	
愛仁会リハビリテーション病院　岡本　希
25.　脳卒中患者の麻痺側下肢荷重量向上に対する視覚・固有感覚フィードバック課題の有効性
向山病院　森江愛実

ノート注釈
26.　脳梗塞左片麻痺症例の歩行～立脚期での体幹アライメント改善による支持性の向上～
佐藤病院　赤間かずみ
27.　体幹の側方運動制御への介入により独歩安定性が向上した右視床出血の一症例
星ヶ丘医療センター　川満愛理
28.　体幹機能の低下により、基本動作改善に難渋した症例
第一東和会病院　田中佑樹
29.　車椅子レベルでの自宅復帰を目指した脳幹出血の一症例　～体幹機能に着目して～
星ヶ丘医療センター　早瀬裕之

ノート注釈
30.　 悪性軟部腫瘍による股関節離断術後、荷重による膝折れの恐怖から歩容が悪化した症例
大阪府立成人病センター　伊藤公美子
31.　 左立脚中期に左膝関節の外反により左膝に疼痛が生じる左脛骨顆間隆起骨折の一症例
喜馬病院　白井孝尚
32.　 両側同時人工膝関節全置換術施行患者における杖歩行自立を妨げる術前因子の検討
高槻病院　向井拓也
33.　 右大腿骨頚部骨折術後による一症例　～右立脚初期から中期への右下肢荷重に着目して～
守口生野記念病院　佐伯　綾

ノート注釈
34.　消化管出血の長期臥床例に対して早期に低負荷からの介入を試みた骨髄異形成症候群症例
松下記念病院　千原美紀
35.　リスク管理をポイントに運動療法を継続して施行した膠原病性間質性肺炎の一症例
大阪鉄道病院　丸山　慧
36.　終末期がん患者に対するリハビリテーションの経験～介入によりADL・精神症状の改善を認めた一例～
市立吹田市民病院　中川泰慈
37.　拘束性障害と細菌性肺炎を合併した一症例～早期介入とリスク管理を踏まえた理学療法～
高槻病院　田中捺乃

ノート注釈
38.　背臥位に対し治療展開し,起居・歩行動作改善を認めた第2腰椎圧迫骨折を呈した一症例
豊中平成病院　甲村勇希
39.　リバース型人工肩関節全置換術後1年における肩関節機能の報告
辻外科リハビリテーション病院　塩澤風香
40.　上腕骨大結節骨折術後患者の結髪動作獲得を目指して
葛城病院　田上　文
41.　スミス骨折術後患者における手指・手関節伸展の制限因子について
星ヶ丘医療センター　宮下　創

ノート注釈
42.　小脳梗塞後に体幹と骨盤のアライメントに着目し、歩行の安定性が向上した一症例
永山病院　中村彩乃
43.　脳梗塞後遺症患者のトイレ内方向転換動作獲得に対する治療展開
大阪回生病院　下見将弘
44.　小脳梗塞によって歩行障害を呈した症例に対する理学療法　　～足部と体幹に着目して～
葛城病院　杉谷千容
45.　失調症状と両片麻痺により屋内歩行自立に難渋した一症例
星ヶ丘医療センター　田畑有加里

ノート注釈
46.　床からの移乗に難渋した腰髄損傷者の一症例～固定術後の非固定部の脊柱に着目して～
星ヶ丘医療センター　宮垣さやか
47.　回復遅延型ギランバレー症候群に対し歩容改善を目指し多角的アプローチを行った症例
近畿大学医学部附属病院　釜田千聡
48	.　立ち上がり動作の殿部離床後に左後方への転倒傾向を認めた左脳梗塞患者の一症例
喜馬病院　助口真美
49.　免荷式リフトPOPOを使用したことにより自己効力感が向上した症例	
高槻病院　小西彩香

ノート注釈
50.　ACL再建術後遺症患者のパフォーマンス向上の試み
大阪回生病院　宮崎喬平
51.　後期コッキング期の改善により疼痛改善した野球肘の一症例
千船病院　佐々木宏樹
52.　大腿骨頸部内側骨折患者に対する歩行と洗濯物干し動作獲得の試み
大阪回生病院　巖田将人

ノート注釈
53.　胸髄不全損傷により歩行困難となった一症例 姿勢アライメント異常と重度痙性に着目して
星ヶ丘医療センター　小倉奈菜
54.　バランス能力に着目し､生活活動量が増大に至った腰部脊柱管狭窄症患者の一症例
みどりヶ丘病院　辻亜紗里
55.　 踵骨骨折術後に歩行時痛が遷延した一症例
松下記念病院　高見涼帆
56.　右人工膝関節置換術後に疼痛により歩行障害を呈した症例 〜炎症症状と姿勢に着目して〜
星ヶ丘医療センター　千葉一貴

ノート注釈
57	.　デイサービスにおける進行性核上麻痺の一症例　―最期まで在宅で関わっていくために―
	リハビリテーションセンターアビリティ上新庄　島野克朗
58	.　訪問リハビリ利用者における身体活動と歩行の関連性について
リハビリ訪問看護スマイルフェイス　宮下敏紀
59	.　多職種連携を強化したリハビリテーション会議により家庭内の役割を再獲得できた症例
介護老人保健施設サンガピア館　志方　淳
60.　モデルケースとして介護予防を目的に実施した体操教室の効果検証
大阪晴愛病院　宮前直希

ノート注釈
61	.　重度片麻痺患者に対し、ＢＷＳＴＴを行ったことで膝折れが軽減した一症例
愛仁会リハビリテーション病院　加藤尚也
62	.　運動失調症を呈する左片麻痺患者の方向転換獲得の為に～低緊張と失調への介入～
ボバース記念病院　佐藤伶奈
63	.　拒否的な重度失語症患者に対する介入　―課題分析と強化刺激を用いたアプローチ―
千里中央病院　宇都宮千紗
64.　感覚障害を有するstiff-knee patternに長下肢装具を使用した一例
野崎徳洲会病院　高嶋厚史

ノート注釈
65.　大腿近位切断後の長距離歩行獲得に向けた試み
大阪回生病院　渡邉祥文
66.　転倒自己効力感向上が自宅復帰に繋がった一症例 ～E-SASを使用して～
東大阪病院　江口紗千
67.　振り向き姿勢を保持する際の回旋角度の検討
喜馬病院　下沖泰裕
68.　右立脚初期の股関節伸展困難にて中期以降に不安定性を呈した右大腿骨頸部骨折の一症例
喜馬病院　杉田祐希子

ノート注釈
69	.　立位での一側下肢への側方体重移動が非移動側下肢筋の筋活動パターンに与える影響
楠葉病院　清水貴史
70.　筋力強化と転倒予防 ～症例に動的バランス評価法を用いて～
守口生野記念病院　豊田惇司
71.　左THA術後の患者に対し大殿筋へ介入した結果歩行動作の改善を認めた一症例
野上病院　吉田将大

ノート注釈
72	.　脛骨骨幹部・後果骨折術後、インソールパッドで短期に歩行、下肢筋出力が改善した症例
大阪鉄道病院　山田崇博
73.　肩関節屈曲開始前の僧帽筋中部の活動が肩甲骨を安定性させた一症例の筋電図による評価
西川クリニック　監崎誠一
74.　運動器超音波検査によるしゃがみ動作時の脛骨上での内側半月板の動的観察
西川クリニック　中村太志
75.　TKA前後に膝内外反アライメントが逆転した１症例　~安定性獲得のための理学療法~
堺若葉会病院　牟礼直人

ノート注釈
76.　	歩行動作に不安定性を訴えた腰椎圧迫骨折患者の一症例
	楠葉病院　岡本雄大

77.　正座獲得に至った高齢の膝蓋骨骨折症例の保存療法での介入ならびにその考察について
	水無瀬病院　穴田周吾
78.　左脛骨腓骨骨折術後の一症例  ～左立脚中期から左立脚後期に着目して～
守口生野記念病院　田川桃衣
79	.　骨転移の疼痛により歩行困難だったが理学療法がADL向上、自宅退院に有用だった症例
大阪府立成人病センター　加藤祐司

ノート注釈
80.　	右片麻痺患者に対してFACTを使用し評価治療を行った症例-起立動作に着目して-
	野崎徳洲会病院　高見花織
81.　当院における後期高齢者の脳卒中患者に対する早期離床が機能予後に与える影響の検討
	高槻病院　本郷裕士
82.　脳卒中片麻痺患者におけるスリッパ着用歩行の分析と治療展開
大阪回生病院　春本千保子
83.　変形性股関節症による脚長差を有した右被殻出血患者の一症例
箕面市立病院　村尾亮治

ノート注釈
84.　発症48時間以内の早期起立が急性期脳卒中患者の短期成績に及ぼす影響
	関西電力病院　山本洋司
85.　適切な筋収縮を促した歩行練習反復により屋外歩行自立した多発性ラクナ梗塞の一症例
	わかくさ竜間リハビリテーション病院　高江洲ゆきの
86.　他職種カンファレンスにて統一したケアを行い、身体・動作機能の向上に繋がった症例
第一東和会病院　中田　平
87.　杖歩行動作で左遊脚期に前方不安定性を認める一症例　　－膝関節過伸展に着目して－
喜馬病院　松山剛士

ノート注釈
88.　小脳出血後、筋緊張低下に対して、体幹・股関節周囲筋に着目して訓練を行った一症例
	野崎徳洲会病院　林　孝明
88.　脳出血後、出血性大腸潰瘍により廃用症候群が進行し座位獲得が難渋した一症例
	葛城病院　西尾光史
90.　麻痺側に大腿骨頸部骨折を呈した症例の起立動作に対する介入　骨盤の対称性に着目して
摂南総合病院　指宿可奈子
91.　PMS症状を有する学生に対しての運動介入が実習不安コントロールにつながった一例
近畿リハビリテーション学院　清水宏吏

ノート注釈
92.　	入退院を繰り返す慢性心不全患者に対して心臓リハビリテーションを外来継続した一症例
岸和田市民病院　久保侑平
93.　自主練習の継続がADL向上につながった一症例
	松下記念病院　山口健太
94.　特発性上葉限局型肺線維症の疑い症例に対する呼吸リハビリテーション介入
北野病院　呑口竜一
95.　誤嚥性肺炎患者への48時間以内の離床が早期経口摂取・嚥下機能の維持に及ぼす影響
高槻病院　重留美咲

ノート注釈
「脳卒中上肢麻痺に対する運動療法における装具が切り開く新たな可能性」
講師：竹林　崇（吉備国際大学）

司会：永吉啓吾（大阪医療福祉専門学校）

ノート注釈
「スポーツと健康への関心に応える理学療法」
講師：三浦雄一郎（伏見岡本病院）

司会：南部正英（酒井医療株式会社）
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